
　
【表紙】 　

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 福岡財務支局長

【提出日】 平成21年10月15日

【四半期会計期間】 第31期第２四半期(自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31

日)

【会社名】 株式会社きょくとう

【英訳名】 Kyokuto Co., Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　牧　平　年　廣

【本店の所在の場所】 福岡市博多区金の隈一丁目28番53号

【電話番号】 (092)503－0050

【事務連絡者氏名】 専務取締役　経理部長　　三　好　清一郎

【最寄りの連絡場所】 福岡市博多区金の隈一丁目28番53号

【電話番号】 (092)503－0050

【事務連絡者氏名】 専務取締役　経理部長　　三　好　清一郎

【縦覧に供する場所】 株式会社ジャスダック証券取引所

　 　(東京都中央区日本橋茅場町一丁目５番８号)

　 　

　 　

　

EDINET提出書類

株式会社きょくとう(E05278)

四半期報告書

 1/27



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第31期
第２四半期
累計期間

第31期
第２四半期
会計期間

第30期

会計期間

自　平成21年
　　３月１日
至　平成21年
　　８月31日

自　平成21年
　　６月１日
至　平成21年
　　８月31日

自　平成20年
　　３月１日
至　平成21年
　　２月28日

売上高 (千円) 4,198,7231,770,2467,513,836

経常利益 (千円) 530,200 50,271 428,367

四半期(当期)純利益 (千円) 241,923 23,526 209,125

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) ― 555,092 555,092

発行済株式総数 (株) ― 5,551,2305,551,230

純資産額 (千円) ― 3,246,7593,032,221

総資産額 (千円) ― 5,020,4594,647,682

１株当たり純資産額 (円) ― 585.86 547.14

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 43.65 4.25 37.73

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) 5.50 5.50 11.00

自己資本比率 (％) ― 64.7 65.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 583,306 ― 533,182

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △135,159 ― △112,607

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △95,597 ― △208,558

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― 1,421,3271,068,777

従業員数 (名) ― 262 259

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

該当事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成21年８月31日現在

従業員数(名) 262〔736〕

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の〔外書〕は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員(１日５時間換算)であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期会計期間における生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 生産高(千円)

ドライクリーニング 1,230,853

ランドリー 483,806

合計 1,714,660

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 受注実績

当社においては、基本的に受注、即生産、販売となりますので記載を省略しております。

　

(3) 販売実績

① 品目別販売実績

品目 販売高(千円)

ドライクリーニング 1,230,853

ランドリー 483,806

商品その他の売上 55,585

合計 1,770,246

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　「商品その他の売上」とは、取次店・準直営店への販促品等の売上及び特別会員の年会費(会員カード売上)な
どであります。

　

② 営業形態別販売実績

営業形態 店舗数 販売高(千円)

一般店 333(△24) 274,119

マックス店 267(　 3) 800,631

100円クリーニングショップ 124(　14) 450,338

スリープライスショップ 63(　 1) 175,454

その他 5(　―) 14,116

合計 792( △6) 1,714,660

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　店舗数には、当第２四半期会計期間末付での閉鎖店を含んでおりません。
３　(　)は、前期末に対する増減であります。
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③ 地域別販売実績

地域 工場数 店舗数 販売高(千円)

福岡県 　 　 　

　福岡市内 9( ―) 149(　―) 364,706

　福岡市以外 13( ―) 190( △5) 404,849

　　小計 22( ―) 339( △5) 769,555

佐賀県 4( ―) 27( △1) 80,049

山口県 3( ―) 60(　―) 112,467

広島県 4( ―) 92( △2) 165,968

鳥取県 1( ―) 24( △3) 35,061

島根県 2( ―) 24(　 4) 49,219

兵庫県 3( ―) 58( △1) 103,369

大阪府 5( ―) 84(　―) 166,570

神奈川県 2( ―) 12(　―) 60,208

東京都 4( ―) 43(　 1) 115,331

埼玉県 1( ―) 29(　 1) 56,858

合計 51( ―) 792( △6) 1,714,660

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２　店舗数には、当第２四半期会計期間末付での閉鎖店を含んでおりません。
３　(　)は、前期末に対する増減であります。
４　地域別売上は、工場所在地で分類しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載

した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善から輸出産業を中心に景気は持ち直しの

傾向が見られるものの、企業の厳しい収益状況などを背景にした設備投資の減少が続き、個人消費において

は、雇用・所得環境が厳しさを増す中で一段と低迷しており、依然として厳しい状況が続いております。

　当社が属するクリーニング業界におきましても、消費者の節約志向の強まりから個人消費の大幅な減少傾

向が続いており、依然として厳しい経営環境で推移しております。

　このような状況の中で、当社は、新規出店と品質向上を基本方針として積極的な活動を推進しております。

　新規出店につきましては、当社の主力店舗である「マックス店」と「100円クリーニングショップ」を中

心に、４店舗を新規オープンし、加えて33店舗をリニューアルいたしました。これにより、当第２四半期累計

期間の新規オープンは27店舗、リニューアルは68店舗となりました。

　品質向上につきましては、新たな取り組みとして「シミ抜き有料化」と「品質向上委員制度」をスタート

し、確実に成果を上げております。具体的には、「シミ抜き有料化」の導入を、平成21年３月より九州地区

で、続いて７月より中国地区でスタートし、順調に推移しております。「品質向上委員制度」は、各工場に品

質向上委員を任命し、組織的に全社員が取り組むことを制度化するなど、消費者のニーズに対応した取り組

みを積極的に展開しております。

　また、平成21年５月より営業力の強化対策として「関西地区再生プロジェクト」をスタートしました。こ

れは、全地区のスーパーバイザーと本社担当部署及び関西地区マネージャーを中心にプロジェクトチーム

を編成し、営業所の具体的な改善活動と販売促進強化を実施し、工場においては、運営面と管理面の改善と

指導を行い、品質と生産性の向上に取り組みました。

　更に、各地区内において「合同運営会議」を毎月１回開催し、全員参加による組織運営体制の強化に取り

組みました。

　以上の結果、当第２四半期会計期間の業績は、売上高は1,770,246千円、営業利益は33,838千円、経常利益は

50,271千円、四半期純利益は23,526千円となりました。

(2) 財政状態の分析

(資産)

　流動資産は、前事業年度末に比べて476,918千円増加し、2,098,141千円となりました。これは、現金及び預

金が421,880千円、前払費用が49,724千円、売掛金が6,595千円増加したことなどによります。

　固定資産は、前事業年度末に比べて104,141千円減少し、2,922,318千円となりました。これは、無形固定資

産が16,261千円、投資その他の資産が87,696千円減少したことなどによります。

　この結果、総資産は、前事業年度末に比べて372,776千円増加し、5,020,459千円となりました。

　(負債)

　流動負債は、前事業年度末に比べて203,376千円増加し、1,109,820千円となりました。これは、未払金が

28,835千円、未払法人税等が138,418千円増加し、更に、第１四半期会計期間よりポイント引当金を計上して

おり、当第２四半期会計期間末で69,863千円を計上したことなどによります。

　固定負債は、前事業年度末に比べて45,137千円減少し、663,879千円となりました。これは、長期借入金が

54,936千円減少したことなどによります。

　この結果、負債合計は、前事業年度末に比べて158,238千円増加し、1,773,700千円となりました。

　(純資産)

　純資産合計は、前事業年度末に比べて214,538千円増加し、3,246,759千円となりました。これは、利益剰余

金が211,442千円増加したことなどによります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、第１四半期会計期間末

に比べ95,573千円減少し、当第２四半期会計期間末には1,421,327千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期会計期間における営業活動の結果得られた資金は、89,669千円となりました。

　収入の主な内訳は、税引前四半期純利益45,616千円、売上債権の減少額50,727千円、減価償却費32,286千円

等であり、支出の主な内訳は、仕入債務の減少額21,328千円等であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期会計期間における投資活動の結果使用した資金は、153,802千円となりました。

　支出の主な内訳は、定期性預金の預入による支出223,388千円、有形固定資産の取得による支出28,612千円

等であり、収入の主な内訳は、定期性預金の払戻による収入100,395千円等であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　当第２四半期会計期間における財務活動の結果使用した資金は、31,440千円となりました。

　これは、主に長期借入金の返済による支出29,718千円等によるものであります。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

① 重要な設備計画の変更

当第２四半期会計期間において、第１四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設について

重要な変更はありません。

　

② 重要な設備計画の完了

第１四半期会計期間末に計画していた設備計画のうち、当第２四半期会計期間に完了したものは、次の

とおりであります。

事業所名
(所在地)

設備の内容
投資額
（千円）

完了年月 備考

全地区各工場 営業所の新設及び改装他 17,879平成21年８月 ―

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

③ 重要な設備の新設等

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等はありません。

　

④ 重要な設備の除却等

当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年10月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 5,551,230 5,551,230
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は100株でありま
す。

計 5,551,230 5,551,230― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年６月１日から
平成21年８月31日まで

― 5,551,230 ― 555,092 ― 395,907
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(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

牧　平　年　廣 福岡県大野城市 1,517 27.32

きょくとう社員持株会 福岡市博多区金の隈１丁目28番53号 620 11.18

平　賀　秀　夫 岡山県岡山市南区 280 5.04

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号 250 4.50

株式会社親和銀行 長崎県佐世保市島瀬町10番12号 220 3.96

株式会社佐賀銀行 佐賀県佐賀市唐人２丁目７番20号 140 2.52

牧　平　京　子 福岡県大野城市 132 2.37

ロイヤルネットワ－ク株式会社 山形県酒田市浜田１丁目７番地20号 112 2.01

株式会社南日本銀行 鹿児島県鹿児島市山下町１番１号 107 1.93

株式会社ツー・エム化成 大阪府東大阪市中石切町５丁目９番25号 71 1.27

計 ― 3,450 62.16
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　9,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式5,534,200 55,342 ―

単元未満株式 普通株式　　7,730 ― ―

発行済株式総数 5,551,230― ―

総株主の議決権 ― 55,342 ―

　

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社きょくとう

福岡市博多区金の隈
一丁目28番53号

9,300 ― 9,300 0.17

計 ― 9,300 ― 9,300 0.17

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
３月

　
４月

　
５月

　
６月

　
７月

　
８月

最高(円) 325 325 318 355 360 364

最低(円) 295 285 284 311 330 340

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。)に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間(平成21年６月１日か

ら平成21年８月31日まで)及び当第２四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月31日まで)に係

る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,911,690 1,489,809

売掛金 61,757 55,162

商品 13,595 11,939

貯蔵品 17,155 18,898

前払費用 65,054 15,329

その他 28,887 30,082

流動資産合計 2,098,141 1,621,222

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 433,002 436,078

土地 1,550,461 1,550,461

その他（純額） 111,006 108,113

有形固定資産合計 ※
 2,094,471

※
 2,094,653

無形固定資産

のれん 66,282 81,045

その他 26,036 27,534

無形固定資産合計 92,318 108,580

投資その他の資産

差入保証金 522,896 519,969

その他 212,632 303,256

投資その他の資産合計 735,529 823,225

固定資産合計 2,922,318 3,026,459

資産合計 5,020,459 4,647,682

負債の部

流動負債

買掛金 38,241 35,369

短期借入金 200,000 200,000

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

1年内返済予定の長期借入金 109,872 114,872

未払金 364,259 335,424

未払法人税等 232,247 93,829

賞与引当金 30,287 43,986

役員賞与引当金 － 4,730

ポイント引当金 69,863 －

その他 55,049 68,232

流動負債合計 1,109,820 906,444

固定負債

社債 40,000 45,000

長期借入金 330,348 385,284

退職給付引当金 108,693 98,424

役員退職慰労引当金 121,077 123,600

その他 63,760 56,708

固定負債合計 663,879 709,017
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(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年２月28日)

負債合計 1,773,700 1,615,461

純資産の部

株主資本

資本金 555,092 555,092

資本剰余金 395,966 395,966

利益剰余金 2,303,373 2,091,930

自己株式 △3,071 △3,054

株主資本合計 3,251,360 3,039,934

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,600 △7,713

評価・換算差額等合計 △4,600 △7,713

純資産合計 3,246,759 3,032,221

負債純資産合計 5,020,459 4,647,682
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

当第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
 至 平成21年８月31日)

売上高 ※２
 4,198,723

売上原価 1,224,906

売上総利益 2,973,817

販売費及び一般管理費 ※１
 2,478,223

営業利益 495,594

営業外収益

受取利息 1,198

受取配当金 739

受取家賃 19,180

その他 21,756

営業外収益合計 42,875

営業外費用

支払利息 5,101

その他 3,167

営業外費用合計 8,269

経常利益 530,200

特別損失

固定資産売却損 48

固定資産除却損 2,136

減損損失 11,077

過年度ポイント引当金繰入額 51,067

特別損失合計 64,329

税引前四半期純利益 465,870

法人税等 223,947

四半期純利益 241,923
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【第２四半期会計期間】
(単位：千円)

当第２四半期会計期間
(自 平成21年６月１日
 至 平成21年８月31日)

売上高 ※２
 1,770,246

売上原価 587,831

売上総利益 1,182,415

販売費及び一般管理費 ※１
 1,148,576

営業利益 33,838

営業外収益

受取利息 532

受取配当金 469

受取家賃 9,530

その他 10,560

営業外収益合計 21,093

営業外費用

支払利息 2,456

その他 2,203

営業外費用合計 4,660

経常利益 50,271

特別利益

賞与引当金戻入額 8,607

特別利益合計 8,607

特別損失

固定資産売却損 48

固定資産除却損 2,136

減損損失 11,077

特別損失合計 13,262

税引前四半期純利益 45,616

法人税等 22,089

四半期純利益 23,526
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自 平成21年３月１日
 至 平成21年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 465,870

減価償却費 62,350

のれん償却額 14,763

減損損失 11,077

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,269

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,522

賞与引当金の増減額（△は減少） △13,699

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,730

ポイント引当金の増減額（△は減少） 69,863

受取利息及び受取配当金 △1,937

支払利息 5,101

有形固定資産除却損 2,136

有形固定資産売却損益（△は益） 48

売上債権の増減額（△は増加） △6,595

たな卸資産の増減額（△は増加） 87

仕入債務の増減額（△は減少） 2,871

未払消費税等の増減額（△は減少） 8,193

その他の資産の増減額（△は増加） 49,032

その他の負債の増減額（△は減少） △5,814

小計 666,366

利息及び配当金の受取額 2,114

利息の支払額 △5,014

法人税等の支払額 △80,160

営業活動によるキャッシュ・フロー 583,306

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期性預金の預入による支出 △339,280

定期性預金の払戻による収入 269,949

有形固定資産の取得による支出 △55,948

有形固定資産の売却による収入 0

投資有価証券の取得による支出 △4,508

出資金の回収による収入 50

差入保証金の差入による支出 △17,911

差入保証金の回収による収入 12,489

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,159

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △59,936

社債の償還による支出 △5,000

配当金の支払額 △30,644

自己株式の取得による支出 △17

財務活動によるキャッシュ・フロー △95,597

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 352,549

現金及び現金同等物の期首残高 1,068,777

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,421,327
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期会計期間(自　平成21年６月１日　至　平成21年８月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日)

会計処理基準に関する事項の変更

棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

第１四半期会計期間から、平成18年７月５日公表の「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会

計基準委員会　企業会計基準第９号)を適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下

による簿価切下げの方法)に変更しております。

　この変更による当第２四半期累計期間の損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日)

１ 棚卸資産の評価方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。

２ 固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方

法によっております。

３ 繰延税金資産の回収可能性の判断

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年度末以降の経営環境に著しい変化が生じて

おらず、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度において使用

した将来の業績予測及びタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期財務諸表の作成に特有の会計処理】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日)

税金費用の計算

　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半

期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

　

【追加情報】

　
当第２四半期累計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年８月31日)

ポイント引当金

　当社の特別会員に対して付与したポイントについて、従来、ポイントの使用時に販売促進費に費用計

上しておりましたが、その使用状況を合理的に算定することが可能となりましたので、第１四半期会計

期間から、将来、使用されると見込まれる額を「ポイント引当金」として計上する方法に変更いたしま

した。

　この変更により、従来と同一の方法によった場合と比較して、当第２四半期累計期間の営業利益及び

経常利益はそれぞれ18,796千円減少し、税引前四半期純利益が69,863千円減少しております。

　

EDINET提出書類

株式会社きょくとう(E05278)

四半期報告書

18/27



【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

※　有形固定資産の減価償却累計額

1,790,081千円

※　有形固定資産の減価償却累計額

1,780,860千円
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(四半期損益計算書関係)

第２四半期累計期間

　
当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払手数料　　　　        874,280千円

給料手当　　 　　 　      239,261千円

雑給　　　　　        　　236,747千円

販売促進費　　　　        219,600千円

賞与引当金繰入額　         16,465千円

役員退職慰労引当金繰入額　  1,695千円

ポイント引当金繰入額　　　 18,796千円

退職給付費用　　　          8,337千円

減価償却費　　　           50,570千円

のれん償却費　　　         14,763千円

※２　業績の季節変動について

当社の属するホームクリーニング業界は、通常の

場合、春の衣替えの時期に重衣料が洗濯物として出さ

れるため春場に最需要期を迎えます。したがって当社

の売上高は第１四半期に偏る傾向があり、四半期の業

績に季節変動があります。

　

第２四半期会計期間

　
当第２四半期会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

支払手数料　　　　        361,090千円

給料手当　　 　　 　      114,773千円

雑給　　　　　        　　114,308千円

販売促進費　　　　         98,191千円

賞与引当金繰入額　         13,196千円

役員退職慰労引当金繰入額　    847千円

ポイント引当金繰入額　　　　6,355千円

退職給付費用　　　          4,111千円

減価償却費　　　           26,087千円

のれん償却費　　　          7,381千円

※２　業績の季節変動について

当社の属するホームクリーニング業界は、通常の

場合、春の衣替えの時期に重衣料が洗濯物として出さ

れるため春場に最需要期を迎えます。したがって当社

の売上高は第１四半期に偏る傾向があり、四半期の業

績に季節変動があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第２四半期累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年８月31日)
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※　現金及び現金同等物の当第２四半期累計期間末残高

と当第２四半期貸借対照表に掲記されている科目の

金額との関係

現金及び預金 1,911,690千円

預入期間が３か月超の定期預金 △490,362千円

現金及び現金同等物 1,421,327千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期会計期間末(平成21年８月31日)及び当第２四半期累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21

年８月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 5,551,230

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第２四半期会計期間末

普通株式(株) 9,380

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年３月16日
取締役会

普通株式 30,480 5.50平成21年２月28日 平成21年５月13日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当事業年度の開始の日から当四半期会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月15日
取締役会

普通株式 30,480 5.50平成21年８月31日 平成21年11月４日 利益剰余金

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。

　

(デリバティブ取引関係)

当社は、デリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当社は、ストック・オプション等の付与がないため、該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期会計期間末
(平成21年８月31日)

前事業年度末
(平成21年２月28日)

　 　

　 585円86銭
　

　 　

　 547円14銭
　

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第２四半期累計期間

　
当第２四半期累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 43円65銭
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期累計期間
(自  平成21年３月１日
至  平成21年８月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 241,923

普通株式に係る四半期純利益(千円) 241,923

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,541,890

　

第２四半期会計期間

　
当第２四半期会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

１株当たり四半期純利益金額 4円25銭
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
当第２四半期会計期間
(自  平成21年６月１日
至  平成21年８月31日)

四半期損益計算書上の四半期純利益(千円) 23,526

普通株式に係る四半期純利益(千円) 23,526

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,541,869

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

平成21年９月15日開催の取締役会において、平成21年８月31日の最終の株主名簿に記録された株主に対

し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　① 配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　30,480千円

　② １株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 5円50銭

　③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日　平成21年11月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年10月15日

株式会社きょくとう

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士 　東　　　能 利 生 　 印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   宮　本　義　　三　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社きょくとうの平成21年３月１日から平成22年２月28日までの第31期事業年度の第２四半期会計期間(平

成21年６月１日から平成21年８月31日まで)及び第２四半期累計期間(平成21年３月１日から平成21年８月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フ

ロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の

責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社きょくとうの平成21年８月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が四半期財務諸表に添付される形で別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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